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͡
Ί
に

近
世
の
琉
球
国
は
、
中
国
（
明
・
ਗ਼
ே
）
と
日
本
（
ߐ
ށ
ນ
府
・
Ḉ
ຎ
ൡ
）
の

ؒ
で
、
国
家
を
ӡ
Ӧ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
琉
球
は
ಛ
༗
の
国
家
੍
度
の
ߏ

ங
（

྅
੍
・

分
੍
な
ど
）、
日
中

ํ
の
文
化
を
ड
容
し
つ
つ
、
ಠ
ࣗ
の
琉

球
文
化
を
形
成
さ
ͤ
た
１
。

こ
う
し
た
国
ࡍ
関
係
の
中
で
、
琉
球
は
国
家
の
Ξ
Π
σ
ϯ
ς
ỹ
ς
ỹ
の
確
認
と

し
て
、
史
書
の
編
纂
を
行
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
一
ࣣ
世
ل
中
༿
の
Ӌ

ே
ल
に

よ
る『
中
山
世
ؑ
』、
蔡
鐸
に
よ
る『
中
山
世
譜
』、一
ീ
世
ل
中
༿
に
は
蔡
Թ
が『
重

修
中
山
世
譜
』、
そ
し
て
対
Ḉ
ຎ
ൡ
関
係
を
中
৺
に
編
纂
し
た
Ṅ
ᜐ

の
『
中
山

世
譜
附
巻
』、
そ
し
て
『
球
ཅ
』
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
中
山
世
ؑ
』・『
中
山
世
譜
』

な
ど
の
研
究
に
つ
い
て
は
歴
史
学
・
文
学
の
視
点
か
ら
成
Ռ
が
ग़
て
い
る
２
。

と
こ
ろ
で
、
琉
球
は
新
た
に
国
王
が
ଈ
位
す
る
ࡍ
、
中
国
ߖ
ఇ
の
使
者
（
冊
封

使
）
が
渡
来
し
て
行
わ
れ
る
冊
封
が
あ
る
。
琉
球
国
に
と
っ
て
は
重
要
な
֎
ަ
ّ

ྱ
で
あ
り
、
国
を
あ
げ
て
ड
け
ೖ
れ
の
४
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
日
本

と
の
関
係
を
示
す
文
物
の
隠
蔽
、
那
覇
に
ற
在
す
る
Ḉ
ຎ
ൡ
在
൪
ไ
行
を
߫
֎
へ

移
動
さ
ͤ
る
な
ど
整
備
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
首
里
城
で
冊
封
使
の


を
行
っ
て
い
た
が
、
冊
封
使
の
要

に

よ
り
、
首
里
城
内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
࢜
の
系
図
家
譜
、
正
史
の
『
中
山
世
譜
』

が
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
閲
覧
に
供
さ
れ
る
『
中
山
世
譜
』

は
、
や
や
ಛ
घ
性
を
ଳ
ͼ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
ຑ
ੜ
৳
一
氏
が
冠
船

の
֎
ަ
ّ
ྱ
を
分
ੳ
す
る
な
か
で
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
は

使
や
そ
の
他
の
中
国
ਓ
か
ら
、国
王
൲
の
ग़
ࣗ
が
「
向
姓
」

ग़

か
ど
う
か
、
同
姓
不
婚
に
関
す
る
࣭

を
ਘ
Ͷ
ら
れ
た
ࡍ
に
、

「
冠
船
御
世
譜
」
を
確
認
し
て
、
そ
こ
に
見
え
る
系
譜
を
ճ
答
す
る

通
ୡ
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る̏
。
し
か
し
、
ຑ
ੜ
氏
も
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
ݱ
在
は
「
冠
船
御
世
譜
」
の
実
物
が
確
認
で
き

な
い
（
付
記
２
）。
し
か
し
な
が
ら
、
அ
ย
的
な
史
料
か
ら
「
冠
船

御
世
譜
」
の
存
在
を
見
ग़
す
こ
と
は
で
き
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
に
学
ͼ
な
が
ら
、
ᶃ
諸
史
料
に
見

え
る
「
冠
船
御
世
譜
」、
ᶄ
「
冠
船
御
世
譜
」
の
関
係
史
料
、
ᶅ
近

代
に
お
け
る
「
冠
船
御
世
譜
」
の
伝
来
ঢ়
گ
、
と
ॱ
に
検
討
し
て
い

く
。
そ
れ
を
౿
ま
え
て
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
史
料
的
ಛ

に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

Ұ

ॾ
࢙
ྉ
に
ݟ
͑
Δ
ủ
ף
ધ
ޚ
ੈ
ේ
Ứ

そ
れ
で
は
、「
冠
船
御
世
譜
」
は
ど
う
い
っ
た
史
料
な
の
か
。
ຑ

ੜ
氏
も
৮
れ
て
い
る
が
、「
冠
船
御
世
譜
」
が
見
え
る
記
事
を
次
に

紹
介
し
た
い
。

【
史
料
１
】４

　
　
ฉ
ಘ
大
܅
Ճ
那
志
様
御

ষ
氏
ӽ
来

ํ
ಘ
ࡁ
、

　
　
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
様
御

ԧ
氏
๛
見
城

ํ
ݠ
、

　
　

ਹ
҈
࢘
Ճ
那
志
様
御

ԧ
氏
๛
見
城

ํ
ᑵ
、

　
　
　
ӈ
通
、
冠
船
御
世
譜
૬
見
ಘ
ީ
ؒ
、

　
　

使
を
࢝
、

ਓ
ऺ
よ
り

御
三
所
様
之
御
氏
被
૬
ਘ
ّ
も
ީ
ϋ
ʋ
、
ӈ
通
૬
答
ީ
様
、
ٱ
ถ

ଜ
中
Մ
被
申
渡
ஔ
ީ
、
以
上
、

ፅ
　
　
Ӟ
࢛
݄

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ت
ࣷ

里
之
ࢠ

Ӣ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
๛
ฏ

Ӣ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ᅳ
٢

Ӣ
上
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Ծ

史

本
史
料
は
、「
ಓ
ޫ
一
ീ
年
冠
船
付
ධ
Ձ
ํ
日
記

上
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記

事
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ฉ
ಘ
大
܅
Ճ
那
志
の

に
つ
い
て
は
ষ
氏
ӽ
来

ํ

ಘ
ࡁ
、
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
の

に
つ
い
て
は
ԧ
氏
๛
見
城

ํ
ݠ
、

ਹ
҈
࢘
Ճ
那

志
の

に
つ
い
て
は
ԧ
氏
๛
見
城

ํ
ᑵ
、
と
「
冠
船
御
世
譜
」
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
冊
封
使
よ
り
࣭

が
あ
っ
た

߹
、
上
記
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
、
と

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、


・

史
を
は
͡
め
と
し
た
ٱ
ถ
ଜ
ํ
へ
通
ୡ
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ࠒ
の
国
王
は
尚
ҭ
王
で
あ
る
。
尚
ҭ
の


に
あ
た
る
ฉ
ಘ
大

܅
Ճ
那
志
の
ग़
ࣗ
は
向
氏
国
಄

ํ
ே
৻
の
່
で
あ
る
。

に
あ
た
る
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ

那
志
の
່
は
๛
見
城
҈
࢘
ே
ڵ
の
່
に
あ
た
り
、
൲
の

ਹ
҈
࢘
Ճ
那
志
は
尚
氏
๛

見
城
王
ࢠ
ே
य़
の
່
で
あ
る
。
つ
ま
り
શ
һ
「
向
」
氏
の
ग़
ࣗ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
そ
れ
ͧ
れ
違
う
氏
名
を
冠
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
へ
同
姓
不
婚

を
ԋ
ग़
し
て
い
る
こ
と
を
ҙ
ຯ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
同
姓
不
婚
の
ԋ
ग़
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
で
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
尚
ହ
が
冊
封
さ
れ
る
同
࣏
ޒ
（
一
ീ


）
年
の
「
冠
船
付
㕩
文
」
に
は
次
の

様
に
あ
る
。

【
史
料
２
】̑

　
　
ฉ
ಘ
大
܅
Ճ
那
志
様
御

ষ
氏
ӽ
来

ํ

　
　
　
ಘ
ࡁ
、
ࢮ
後
今
Ӝ
ఴ

ํ

　
　
　
　
　
　
િ



　
　
先
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
様
ॱ
ಙ
様
御

ԧ
氏

　
　
　
๛
見
城

ํ
ݠ
、
ࢮ
後
今
݉
城
里
ओ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
િ



　
　
先
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
元
ః
様
御

ໟ
氏

　
　
　
զ
那
覇

ํ
世
ً
、
ࢮ
後
今
๛
見
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
ࢠ


　
　
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
様
御

ষ
氏
ࠤ
ٱ
ؒ

ํ

　
　
　
ߵ
܄
、
ࢮ
後
今
ࠤ
ٱ
ؒ

ํ


　
　
　
ӈ
通
、
冠
船
御
世
譜
૬
見
ಘ
ީ
ؒ
、

　
　
　

使
を
࢝
、

ਓ
ऺ
よ
り
被
૬
ਘ
ّ
ໜ
ީ
ϋ
ʋ
、
ӈ

　
　
　
之
৺
ಘ
を
以
、
૬
答
ީ
様
ٱ
ถ
ଜ
中
Մ
被
申
渡

　
　
　
ஔ
ީ
、
以
上
、

　
　
　
　
附
、
લ

Ḽ
書
之
所
、

ਓ
ऺ
申
ฉ
ީ
ࣕ
者
、

　
　
　
　
　
ࠩ
আ
ީ
ّ
ໜ
Մ
க
ग़
来
ީ
ؒ
、
ଖ
ّ
者

　
　
　
　
　
不
૬
ୡ
様
ੋ
ຢ
Մ
被
申
渡
ީ
、

　
　
ಪ

　
　
　
࢛
݄
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
ӈ
同

　
　
　



　
　
　

史

　
　
　
Ծ

史

【
史
料
２
】
も
【
史
料
１
】
と
同
様
に
王
家
の
同
姓
不
婚
を
ԋ
ग़
す
る
下
ୡ
文
で

あ
る
。
ま
ͣ
、
ฉ
ಘ
大
܅
Ճ
那
志
の

は
ষ
氏
ӽ
来

ํ
ಘ
ࡁ
で
あ
り
、
今
は
Ӝ
ఴ


ํ
の
િ


に
あ
た
る
。
先
代
の
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
ॱ
ಙ
の

は
ԧ
氏
๛
見
城


ํ
ݠ
、
今
は
݉
城
里
ओ
の
િ


に
あ
た
る
。
同
͡
く
先
代
の
ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
元

ః
の

は
ໟ
氏
զ
那
覇

ํ
世
ً
、
今
は
๛
見
城
王
ࢠ
の

に
あ
た
る
。
そ
し
て
、

ࠤ
ෑ
҈
࢘
Ճ
那
志
の

は
ষ
氏
ࠤ
ٱ
ؒ

ํ
ߵ
܄
、
ݱ
在
は
ࠤ
ٱ
ؒ

ํ
の

で
あ

る
。
上
記
の
こ
と
は
、
冠
船
御
世
譜
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

使
を
࢝
め
、
中

国
ਓ
よ
り
ਘ
Ͷ
ら
れ
た

߹
、
以
上
の
よ
う
に
ճ
答
す
る
こ
と
を
ٱ
ถ
ଜ
中
へ
下
ୡ

し
て
い
る
。

こ
こ
で
ڵ
ຯ
ਂ
い
の
は
、「
附
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、લ

の
Ḽ
書
の
所
は
、

中
国
ਓ
へ
申
し
伝
え
て
は
ࠩ
し
ো
る
た
め
、
こ
の
点
は
伝
え
な
い
様
に
と
い
う
事
で

あ
る
。
Ḽ
書
の
所
は

ઢ
෦
「
ࢮ
後
今
ộ
」
で
࢝
ま
る
࢛
ਓ
で
あ
る
。
こ
こ
で
ग़
て

き
た
三
ਓ
は
（
ࠤ
ٱ
ؒ

ํ
を
আ
く
）、
本
来
は
『
中
山
世
譜
』
で
「
向
氏
」
の
ग़

ࣗ
を
持
つ
ਓ
た
ち
で
あ
る
が
、【
史
料
１
】
と
同
様
に
同
姓
不
婚
を
ԋ
ग़
す
る
た
め
、

わ
͟
と
違
う
氏
を
用
ҙ
し
て
い
た
。

で
は
、
な
ͥ
こ
こ
ま
で
王
家
は
同
姓
不
婚
の
ԋ
ग़
を
実
ࢪ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
同
姓
同
࢜
の
݁
婚
は
中
国
ݹ
来
の
س
ආ
す
る
श
׳
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

࣌
の

冊
封
使
と
し
て
渡
来
し
た
ঃ
保
ޫ
の
『
中
山
傳
信
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

(3�)ʵ��3ʵ



【
史
料
̏
】̒

　
　
首
里
࢛
大
姓
、
向
・
ԧ
・
ໟ
・
അ
。
向
氏
、
ଈ
国
王
尚
姓
之
別

গ
ԕ
、
ଇ


向
以
別
之
。
ނ
世
世
不
ᢛ
王
家
通
婚
。
ଖ
本
ᅳ
者
、
ᢛ
王
家
婚
ҽ
者
、
Ҙ
ԧ
・

ໟ
・
അ
三
家
、
世
ҝ
王
ᢚ
法
࢘
。

ঃ
保
ޫ
『
中
山
傳
信
録
』
に
よ
れ
ば
、
首
里
の
࢛
大
姓
と
し
て
、
向
・
ԧ
・
ໟ
・

അ
氏
で
あ
り
、
向
氏
は
国
王
の
尚
姓
と
は
別
で
あ
り
、
向
を
শ
し
て
۠
別
す
る
。
王

家
と
通
婚
を
し
な
い
。
琉
球
国
で
は
ԧ
氏
・
ໟ
氏
・
അ
氏
の
三
家
が
王
家
と
婚
ҽ
を

݁
ͼ
、
代
ʑ
三
࢘

（「
法
࢘
」）
と
な
る
、
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
ീ
世
ل

中
༿
に
は
、
尚
王
家
の
同
姓
不
婚
を
ԋ
ग़
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
王
家
の
婚
ҽ
に
つ
い
て
は
、
度
ʑ
冊
封
使
か
ら
࣭

を
ड
け
て
い
た
よ

う
で
、
Յ
ܚ
ޒ
（
一
ീ
ʓ
ޒ
）
年
に
琉
球
へ
渡
来
し
た
ཥ
ఞ
元
の
『
使
琉
球
記
』
に

も
見
え
、
王
府
は
【
史
料
̏
】
の
よ
う
に
「
尚
」
と
「
向
」
は
別
ʑ
の
一

で
あ
る

が
、
婚
ҽ
関
係
は
な
い
と
આ
明
を
し
て
い
る
。

以
上
、冊
封
使
の
諸
記
録
か
ら
も
分
か
る
通
り
、中
国
ଆ
の
س
ආ
す
る「
同
姓
不
婚
」

に
つ
い
て
一
貫
し
て
琉
球
は
ԋ
ग़
す
る
こ
と
を
貫
い
て
い
た
。
し
か
し
、
冊
封
使
ଆ

の
記
録
を
見
て
い
る
と
、
王
家
の
家
譜
で
あ
る
『
中
山
世
ؑ
』・『
中
山
世
譜
』
も
確

認
し
て
お
り
、
家
ਉ
た
ち
の
諸
家
譜
も
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
冠
船
御
世

譜
」
と
は
、
同
姓
不
婚
を
す
る
王
家
の
ঢ়
گ
を
隠
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
中
国
ଆ
へ
閲
覧
を
供
す
る
史
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
冠
船
御
世
譜
」は
首
里
城
内
の
ど
こ
に
所
管
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
か
。

こ
れ
ま
で
ܝ
げ
た
史
料
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
ج
本
的
に
は
冠
船
の
ࡍ
に
、
冊
封
使

へ
の
対
応
に
用
い
ら
れ
た
『
中
山
世
譜
』
と
し
て
ػ

し
て
い
た
。
で
は
、
日
ৗ
的

な
所
管
は
ど
こ
だ
ろ
か
。
そ
れ
を
Ӑ
い

る
こ
と
が
で
き
る
史
料
が
次
の
記
事
で
あ

る
。

【
史
料
４
】̓

　
　
崇
元
寺
・
ԁ
֮
寺
・
ఱ
王
寺
・
ఱ
ք
寺
䮒
龍

寺

御
ਆ
位
様
御
名
之
内
字
ը
違
༗
之
、
別
紙
ݞ
書
之
通
、
書
上
替
被
ڼ
付
ஔ
ީ
ؒ
、

御
近
श
御
֨
ޢ
之
御
世
譜
、
同
附
巻
䮒
王
൲
د
・
ٞ
定
ਗ਼
冊

औ
調
、
御
名
之
内

字
ը
違
༗
之
ީ
ϋ
ʋ
、
ଖ
分
者
ૣ
ʑ
書
上
替
さ
ͤ
、
御
ධ
定
所
ଖ
御
元
御
֨
ޢ
ӈ

同
、
䮒
球
ཅ
・
同
附
巻
・
中
山
世
ؑ
・
ݣ

傳
・
同
附
巻
・
ݹ
事
集
・
چ
記
・
ൾ

文
記
・
王
代
記
・
年
来
記
・
傳
৬
記
・
冠
船
御
世
譜

者
以
後
書
替
之
ᛛ
、
ؾ
を

付

上
ީ
様
、
御
औ
ܭ
Մ
被
成
ީ
、
ґ
ڼ
別
紙
૬
ఴ
ࠑ
ஈ
க
御

߹
ީ
、
以
上
、

　
　
十
ೋ
݄
十
࢛
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
౦
෩
ฏ

Ӣ
上

　
　
御
系
図
ไ
行

同
࣏

（
一
ീ


）
年
に
崇
元
寺
の
位
牌
に
文
字
の
誤
記
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

王
府
は
、
首
里
城
内
の
史
書
を
点
検
し
誤
字
の
修
正
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
に
首
里

城
内
で
保
管
さ
れ
て
い
る
史
書
の
書
き
替
え
を
行
っ
た
が
、そ
の
֓
要
が
【
史
料
４
】

で
あ
る
。
本
史
料
は
、
ධ
定
所
が
作
成
し
た
年
中
֤
݄
日
記
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

ධ
定
所
か
ら
御
系
図
࠲
へ
下
ୡ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
見
て
い
く
と
、
֤

史
書
の
記
事
訂
正
を
行
う
も
の
に
、「
冠
船
御
世
譜
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

以
上
、
史
料
中
に
「
御
ධ
定
所
ଖ
御
֨
ޢ
ộ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
冠
船
御
世

譜
」
は
ධ
定
所
が
所
管
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ೋ
ủ
ף
ધ
ޚ
ੈ
ේ
Ứ
ͱ
ͦ
ͷ
ؔ

࢙
ྉ

さ
て
、「
冠
船
御
世
譜
」
の

ׂ
は
、
王
家
の
同
姓
不
婚
の
ԋ
ग़
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
推
察
さ
ͤ
る
関
係
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ҏ

ී
㛺
・
౦
Ը
ೲ

ಯ
・

横
山
重
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
琉
球
史
料
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
中
山

世
譜
訂
正
案
」（
以
下
、「
訂
正
案
」）
で
あ
る
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
౦
Ը
ೲ


ಯ
が
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
中
山
世
譜
中
、
年
代
や
字
۟
、
ٴ
ͼ
書
ࣜ
の
૬
違
に
対
す
る
修
正
案
で
、
چ
系

図
࠲
関
係
の
ఱ
ٱ
家
か
ら
ग़
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
ୈ

巻
一
෦
し
か
傳
は

つ
て
Ι
な
い
。
ຢ
ݱ
行
世
譜
に
は
、
こ
の
訂
正
案
が
࠾
用
さ
れ
て
Ι
な
い
の
で

見
る
と
、
ᄸ
に
ࢲ
案
と
し
て
終
わ
っ
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

౦
Ը
ೲ

ಯ
は
、
系
図
࠲
に
ब
い
て
い
た
ఱ
ٱ
家
に
伝
来
す
る
「
訂
正
案
」（
ୈ


巻
一
෦
）
を
ೖ
ख
し
て
い
る
。
౦
Ը
ೲ

ಯ
は
こ
の
「
訂
正
案
」
と
『
中
山
世
譜
』

を
র
ら
し
߹
わ
ͤ
る
こ
と
で
、「
訂
正
案
」
の
修
正
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
ࢲ
案
と
し
て
終
わ
っ
た
も
の
と
指
摘
す
る
。

(3�)ʵ��2ʵ



と
こ
ろ
で
、「
訂
正
案
」
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
の
౦
Ը
ೲ

ಯ
文
ݿ
に
伝
来
し

て
い
る
。「
訂
正
案
」
ද
紙
の
次
ท
に
は
、「
ఄ
౦
Ը
ೲ
܅
」
と
あ
り
、
真
Μ
中
に
౦

Ը
ೲ
文
ݿ
の
ҹ
が
ԡ
さ
れ
て
い
る
【
写
真
２
】。
ま
た
そ
の

書
き
に
次
の
様
に
あ

る̔
。

　
　
ސ
氏
ී
ఱ
ؒ
よ
り

ड
、

　
　
Ծ
り
に
世
譜
訂
正
案
と

　
　
名
ͮ
く
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ҏ


『
琉
球
史
料
叢
書
』
に
お
け
る
౦
Ը
ೲ

ಯ
の
ղ
આ
で
は
、「
訂
正
案
」
に
つ
い
て

系
図
࠲
に
ब
い
て
い
た
ఱ
ٱ
家
伝
来
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の

書
き
で
は
、
ސ
氏

ී
ఱ
ؒ
家
よ
り

い
ड
け
、
そ
れ
を
Ծ
に
中
山
世
譜
訂
正
案
と
名
付
け
た
、
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
໋
名
者
は
ҏ

ී
㛺
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ҏ


が
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
を
໋
名
し
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
へ
渡
し
て
お
り
、
౦
Ը
ೲ

ಯ

は
『
琉
球
史
料
叢
書
』
へ
収
録
す
る
ࡍ
に
、
ҏ

の
名
付
け
た
史
料
名
で
『
琉
球
史

料
叢
書
』
へ
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
、『
琉
球
史
料
叢
書
』
に

は
ൈ
け
མ
ち
て
い
た
情
報
で
あ
り
、
ݪ
史
料
に
よ
っ
て
ಘ
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
ͥ
౦
Ը
ೲ

ಯ
は
「
訂
正
案
」
の
ग़
所
を
系
図
࠲
ग़

の
ఱ
ٱ
家
と

書
い
た
の
か
。
ҏ

と
౦
Ը
ೲ
の
આ
明
は
な
ͥ
違
う
の
か
。
こ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
「
訂
正
案
」
の
中

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。「
訂
正
案
」
の

中
で
は
、『
中
山
世
譜
』
の
記
事
を
ϕ
ồ
ε
に
、
ग
書
き
・
ग
の

書
が
あ
る
。
֤

記
事
に
は
、
֤
࢜
が
文
書
な
ど
に
ԡ
ҹ
さ
れ
る
ؙ
ҹ
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
記
録
さ

れ
て
い
る
の
は
「
御
世
譜
ୈ

之
巻
」、「
御
世
譜
ୈ
ࣣ
之
巻
」、「
御
世
譜
ୈ
十
之
巻
」

の
そ
れ
ͧ
れ
一
෦
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
も
新
し
い
記
録
は
Յ
ܚ
（ࣣ
一
ീ
ʓ
ീ
）

年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
記
録
の
本
文
中
で
は
「
申
年
御
冠
船
」
や
「
傳
信

録
ộ
」
と
い
う
文
言
が
見
い
だ
ͤ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伝
来
し
て
い
る
の
は
一
෦

で
は
あ
る
が
、
申
年
の
尚
Թ
が
冊
封
さ
れ
る
Յ
ܚ
ޒ
（
一
ീ
ʓ

）
年
以
降
に
作
成

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
次
の
冊
封
で
あ
る
尚
ҭ
王
の
冊
封

に
備
え
て
、
事
લ
४
備
と
し
て
、
こ
の
「
訂
正
案
」
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
い
く
つ
か
۩
ମ
的
な
記
事
を
ܝ
げ
て
み
た
い
。

な
お
、
ग
書
き
の
ғ
み
は
˘
、
ग
書
き
の
文
字
は
ΰ
γ
ỽ
Ϋ
ମ
で
ද
記
し
て
い
る

（
以
下
、
同
͡
）。

【
史
料
̑
】９

　
　
　
　
尚
真
王
様
御
録

　
　
　
　
　
ໟ
ࢯ
ӽ
དྷ

方
એ
之

　
　
൲
ډ
ਔ

尚
એ
Җ
之
ঁ
ੜ

　
　
　
　
　
　
ᆹ
䮒


不
傳
、

　
　
　
ӈ
、

者
、
同
姓
Շ
ᇧ
不
க
֨
ࣜ
に
ࣕ
、
傳
信
録
に
ໜ
、
向
氏
者
王
家
と
婚

を
不
通
ஈ
被
記
ஔ
、
申
年
御
冠
船
に
ໜ
、
御
同
姓
者
被
ไ
替
ީ
ؒ
、
ग
書
之

通
、
姓
・
御
名
替
上
、
ੋ
よ
り
下
、
ࠑ
御
֨
に
ࣕ
、
ໟ
・
അ
・
ԧ
・
౦
・
༶
・

ۚ
之

姓
に
見
߹
、
ไ
替
Մ
વ
存
ީ
、

【
史
料
̑
】
は
、
王
家
の
同
姓
不
婚
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
��
。
こ
こ
で
は
、
尚

真
王
の
߲
を
ܝ
げ
た
が
、൲
の
ډ
ਔ
の
ग़
ࣗ
は
『
中
山
世
譜
』
で
は
尚
એ
Җ
と
あ
る
。

こ
の
ग
書
き
で
は
ໟ
氏
ӽ
来

ํ
એ
の
່
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
は

ઢ

の
姓
を
用
い
て
書
き
替
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
は
『
中
山
傳
信
録
』
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
申
の
御
冠
船
の
ࡍ
も

同
姓
を
隠
し
、
他
の
氏
で
答
え
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
同
姓
不
婚
の
ԋ
ग़
を
ը
ࡦ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、「
訂
正
案
」
と
他
の
史
料
と
の
関
係
で
見
て
い
く
と
、次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
ͣ
は
、『
中
山
世
譜
』
と
の
関
わ
り
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
̒
】��

　
　
尚
એ
Җ
、
ޒ
ࡀ
ࣦ


Ӡ
ʑ
。
景
ହ
࢛
年
ᚘ
ಫ
。
尚
ହ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ٱ
世

　
　
ঘ
ۚ

　
　

世

　
　
ӈ
、
尚
ହ
ٱ
王
様
者
、
景
ହ
ޒ
年
に
被
༡

　
　
御
ଈ
位
、
࢛
年
に
者

尚
ۚ

王
様
之
御
代
に
ࣕ
御
࠲
ީ
ؒ
、
ग
書
之
通

　
　
૬

Մ
વ
ไ
存
ީ
、

こ
れ
は「
訂
正
案
」の
尚
એ
Җ
の
߲
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、景
ହ
）࢛
一
࢛
ޒ
三
）
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と
こ
ろ
で
、「
訂
正
案
」
は
、
沖
縄
県
立
図
書
館
の
౦
Ը
ೲ

ಯ
文
ݿ
に
伝
来
し

て
い
る
。「
訂
正
案
」
ද
紙
の
次
ท
に
は
、「
ఄ
౦
Ը
ೲ
܅
」
と
あ
り
、
真
Μ
中
に
౦

Ը
ೲ
文
ݿ
の
ҹ
が
ԡ
さ
れ
て
い
る
【
写
真
２
】。
ま
た
そ
の

書
き
に
次
の
様
に
あ

る̔
。

　
　
ސ
氏
ී
ఱ
ؒ
よ
り

ड
、

　
　
Ծ
り
に
世
譜
訂
正
案
と

　
　
名
ͮ
く
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ҏ


『
琉
球
史
料
叢
書
』
に
お
け
る
౦
Ը
ೲ

ಯ
の
ղ
આ
で
は
、「
訂
正
案
」
に
つ
い
て

系
図
࠲
に
ब
い
て
い
た
ఱ
ٱ
家
伝
来
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の

書
き
で
は
、
ސ
氏

ී
ఱ
ؒ
家
よ
り

い
ड
け
、
そ
れ
を
Ծ
に
中
山
世
譜
訂
正
案
と
名
付
け
た
、
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
໋
名
者
は
ҏ

ී
㛺
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ҏ


が
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
を
໋
名
し
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
へ
渡
し
て
お
り
、
౦
Ը
ೲ

ಯ

は
『
琉
球
史
料
叢
書
』
へ
収
録
す
る
ࡍ
に
、
ҏ

の
名
付
け
た
史
料
名
で
『
琉
球
史

料
叢
書
』
へ
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
、『
琉
球
史
料
叢
書
』
に

は
ൈ
け
མ
ち
て
い
た
情
報
で
あ
り
、
ݪ
史
料
に
よ
っ
て
ಘ
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
ͥ
౦
Ը
ೲ

ಯ
は
「
訂
正
案
」
の
ग़
所
を
系
図
࠲
ग़

の
ఱ
ٱ
家
と

書
い
た
の
か
。
ҏ

と
౦
Ը
ೲ
の
આ
明
は
な
ͥ
違
う
の
か
。
こ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
「
訂
正
案
」
の
中

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。「
訂
正
案
」
の

中
で
は
、『
中
山
世
譜
』
の
記
事
を
ϕ
ồ
ε
に
、
ग
書
き
・
ग
の

書
が
あ
る
。
֤

記
事
に
は
、
֤
࢜
が
文
書
な
ど
に
ԡ
ҹ
さ
れ
る
ؙ
ҹ
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
記
録
さ

れ
て
い
る
の
は
「
御
世
譜
ୈ

之
巻
」、「
御
世
譜
ୈ
ࣣ
之
巻
」、「
御
世
譜
ୈ
十
之
巻
」

の
そ
れ
ͧ
れ
一
෦
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
も
新
し
い
記
録
は
Յ
ܚ
（ࣣ
一
ീ
ʓ
ീ
）

年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
記
録
の
本
文
中
で
は
「
申
年
御
冠
船
」
や
「
傳
信

録
ộ
」
と
い
う
文
言
が
見
い
だ
ͤ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伝
来
し
て
い
る
の
は
一
෦

で
は
あ
る
が
、
申
年
の
尚
Թ
が
冊
封
さ
れ
る
Յ
ܚ
ޒ
（
一
ീ
ʓ

）
年
以
降
に
作
成

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
そ
の
次
の
冊
封
で
あ
る
尚
ҭ
王
の
冊
封

に
備
え
て
、
事
લ
४
備
と
し
て
、
こ
の
「
訂
正
案
」
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
い
く
つ
か
۩
ମ
的
な
記
事
を
ܝ
げ
て
み
た
い
。

な
お
、
ग
書
き
の
ғ
み
は
˘
、
ग
書
き
の
文
字
は
ΰ
γ
ỽ
Ϋ
ମ
で
ද
記
し
て
い
る

（
以
下
、
同
͡
）。

【
史
料
̑
】９

　
　
　
　
尚
真
王
様
御
録

　
　
　
　
　
ໟ
ࢯ
ӽ
དྷ

方
એ
之

　
　
൲
ډ
ਔ

尚
એ
Җ
之
ঁ
ੜ

　
　
　
　
　
　
ᆹ
䮒


不
傳
、

　
　
　
ӈ
、

者
、
同
姓
Շ
ᇧ
不
க
֨
ࣜ
に
ࣕ
、
傳
信
録
に
ໜ
、
向
氏
者
王
家
と
婚

を
不
通
ஈ
被
記
ஔ
、
申
年
御
冠
船
に
ໜ
、
御
同
姓
者
被
ไ
替
ީ
ؒ
、
ग
書
之

通
、
姓
・
御
名
替
上
、
ੋ
よ
り
下
、
ࠑ
御
֨
に
ࣕ
、
ໟ
・
അ
・
ԧ
・
౦
・
༶
・

ۚ
之

姓
に
見
߹
、
ไ
替
Մ
વ
存
ީ
、

【
史
料
̑
】
は
、
王
家
の
同
姓
不
婚
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
��
。
こ
こ
で
は
、
尚

真
王
の
߲
を
ܝ
げ
た
が
、൲
の
ډ
ਔ
の
ग़
ࣗ
は
『
中
山
世
譜
』
で
は
尚
એ
Җ
と
あ
る
。

こ
の
ग
書
き
で
は
ໟ
氏
ӽ
来

ํ
એ
の
່
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
は

ઢ

の
姓
を
用
い
て
書
き
替
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
は
『
中
山
傳
信
録
』
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
申
の
御
冠
船
の
ࡍ
も

同
姓
を
隠
し
、
他
の
氏
で
答
え
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
同
姓
不
婚
の
ԋ
ग़
を
ը
ࡦ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、「
訂
正
案
」
と
他
の
史
料
と
の
関
係
で
見
て
い
く
と
、次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
ͣ
は
、『
中
山
世
譜
』
と
の
関
わ
り
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
̒
】��

　
　
尚
એ
Җ
、
ޒ
ࡀ
ࣦ


Ӡ
ʑ
。
景
ହ
࢛
年
ᚘ
ಫ
。
尚
ହ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ٱ
世

　
　
ঘ
ۚ

　
　

世

　
　
ӈ
、
尚
ହ
ٱ
王
様
者
、
景
ହ
ޒ
年
に
被
༡

　
　
御
ଈ
位
、
࢛
年
に
者

尚
ۚ

王
様
之
御
代
に
ࣕ
御
࠲
ީ
ؒ
、
ग
書
之
通

　
　
૬

Մ
વ
ไ
存
ީ
、

こ
れ
は「
訂
正
案
」の
尚
એ
Җ
の
߲
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、景
ହ
）࢛
一
࢛
ޒ
三
）

(3�)

年
に


が

く
な
く
な
り
、
そ
の
こ
ろ
の
࣏
世
は
尚
ହ
ٱ
の
ࠒ
と
『
世
譜
』
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
景
ହ
ޒ
（
一
࢛
ޒ
࢛
）
年
に
尚
ହ
ٱ
が
ଈ
位
し
て
い
る
た
め
、



が

く
な
っ
た
景
ହ
࢛
（
一
࢛
ޒ
三
）
年
は
尚
ۚ

王
の
࣏
世
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
ग
書
き
の
通
り
訂
正
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ど
こ
か
の
ஈ
֊
で
『
中
山
世
譜
』
の
誤
り
に
ؾ
ͮ
き
、
修
正
Օ
所

を
「
冠
船
御
世
譜
」
へ
反
映
さ
ͤ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
訂
正
案
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
中
山
世

譜
』
と
関
わ
り
が
あ
る
た
め
྆
書
を
ܝ
げ
よ
う
。

【
史
料
̓
】『
中
山
世
譜
』�2

　
　
߀
申
年
、
༗
那
覇
府

ଜ



Ӣ
上
。
十
ೋ
反
ൕ
അ
؋
一
੭
、
通
船
ਓ

ڞ

ೋ
十
ീ
ਓ
、
ҝ
Ն
ӡ
ૹ
౸
Ḉ
भ
。

【
史
料
̔
】「
中
山
世
譜
訂
正
案
」�3

　
　
߀
申
年
、
༗
那
覇
府

ଜ



Ӣ
上
。
十
ೋ
反
ൕ
അ
؋
一
੭
、
通
船
ਓ


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
嶋

　
　
ڞ
ೋ
十
ീ
ਓ
、
ҝ
Ն
ӡ
ૹ
౸
Ḉ
भ
。
ộ
（
中
略
）
ộ

　
　
　
ӈ
、
Ḉ
भ
之
ೋ
字
、
対

御

߹
向

Կ
Մ
༗
御
࠲
༗
࠸
、
字
違

も

ࣕ

ग
書
之
通
૬

Մ
વ
ไ
存
ީ
、

本
事
例
は
、
Յ
ܚ
࢛
（
一
ࣣ


）
年
に
那
覇
ߓ
か
ら
ग़
た
Ϛ
ồ
ϥ
ϯ
船
一
੭
が

Ḉ
ຎ
へ
ग़
ൃ
し
た
記
事
で
あ
る
。『
中
山
世
譜
』に
は「
Ḉ
भ
」と
あ
る
が
、「
訂
正
案
」

で
は
「
Ḉ
भ
」（
Ḉ
ຎ
）
の
ೋ
字
は
、
中
国
に
対
し
て

߹
が
ѱ
い
の
で
、
そ
の
他
、

本
文
中
の
誤
字
も
含
め
て
書
き
վ
め
る
こ
と
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、【
史
料
̓
】
を

収
録
し
た
『
中
山
世
譜
』
を
そ
の
ま
ま
冊
封
使
へ
ఏ
示
す
る
と
、
Ḉ
ຎ
ൡ
と
の
関
係

に
ؾ
ͮ
か
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
中
山
世
譜
』
の
記
述
を
ϕ
ồ

ε
に
、
Ḉ
ຎ
関
係
は
「
大
ౢ
」
と
ද
記
す
る
な
ど
、
日
琉
関
係
を
隠
蔽
す
る

ׂ
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、「
訂
正
案
」
と
『
歴
代
宝
案
』
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

【
史
料
９
】��

明
成
ਔ

　
　
十
ޒ
年
າ
ҫ
Ӡ
ʑ
。
་
ࡇ
ނ
王
尚
ԁ
、
封
尚
真
ҝ
中
山
王
、
䮒
ࣀ
王
ٴ
൲

　
　
ൽ
ห
冠

ۚ
ኈ
ࡄ
ት
・
៌
ฎ

物
〈
Ҩ

傳
Ӡ
、

ॱ
Մ
Յ
、
࢛
字
ἷ
ֹ
、

　
　
ࠑ
࣌
ࣀ
之
〉。

勅
曰
、
爾
先
世
、
繼
承
王
封
、
事
我
皇
明
、
忠
敬
彌
篤
。
乃

　
　父
尙
圓
、
自
襲
王
爵
、
效
職
良
勤
、
胡
不
永
年
、
遽
焉
薨
逝
。
爾
、
爲
冢
嗣
、

　
　國
人
歸
心
。
矧
克
象
賢
。
宜
膺
爵
命
。
茲
特
遣
正
使
兵
科
給
事
中
董
旻
・
副

　
　使
行
人
司
右
司
副
張
祥
、
齎
詔
封
爾
爲
琉
球
國
中
山
王
、
幷
賜
爾
及
妃
冠

　
　服
・
綵
幣
等
物
。
爾
宜
儉
以
修
身
、
懋
勤
保
境
安
民
之
道
、
敬
以
養
德
、
篤

　
　堅
順
天
事
大
之
心
、
作
鎭
海
邦
、
永
延
其
祚
。
欽
哉
、
故
諭
。

詔
曰
、
惟

　
　我
皇
明
、
膺
天
成
命
、
君
主
華
夷
。
德
化
誕
敷
無
間
遠
邇
。
爾
琉
球
國
、
世

　
　居
海
濱
、
密
邇
聲
敎
、
慕
義
稱
藩
、
蓋
有
年
矣
。
故
國
王
尙
圓
、
敬
天
事
大
、

　
　保
境
安
民
、
職
貢
歲
修
、
禮
意
無
忒
、
方
隆
屛
翰
之
托
。
豈
意
訃
音
來
聞
。

　
　遠
臣
云
薨
、
良
用
悽
愴
。
封
建
常
典
、
在
所
擧
行
。
其
世
子
尙
眞
、
稟
性
純

　
　篤
、
素
得
國
人
之
心
。
奉
表
請
封
、
實
謹
藩
臣
之
禮
。
茲
特
遣
正
使
兵
科
給

　
　事
中
董
旻
・
副
使
行
人
司
右
司
副
張
祥
、
齎
詔
往
封
爲
琉
球
國
中
山
王
、
仍

　
　賜
以
皮
弁
冠
服
等
物
。
凡
國
中
官
僚
・
耆
舊
、
尙
宜
同
心
翼
贊
、
協
力
匡
扶
。

　
　禮
度
無
踰
、
先
猷
懋
纘
、
庶
撫
一
方
於
寧
謐
共
享
多
福
於
久
長
。
故
茲
詔
示
。

　
　想
宜
知
悉
。

　
　
ӈ
通
、
ሞ
案
χ
૬
見
ಘ
申
ީ
、

ৃ
ࡌ
上
ީ
ّ
者
、
御
先
代
ე
ʑ
༗
之
ީ
　
　

　
　
ಘ
ڞ
、
尚
ԁ
様
御
以
来
者

ࣕ
被
ࡌ
ஔ
ީ
御
例
֨
ީ
ؒ
、
ไ
ࡌ
Մ
વ
ไ

　
　
ީ
、

【
史
料
９
】の

಄
の
文
ষ
は
、『
中
山
世
譜
』に
も
記
ࡌ
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
ग
書
き
の
文
ষ
は
、
明
ߖ
ఇ
か
ら
尚
真
王
へ
ॆ
て
ら
れ
た
ৃ


で
あ
る
。
一
ઢ
は

書
の
෦
分
で
あ
り
（『
歴
代
宝
案
』
一
Ổ
ʓ
一
Ổ
ೋ
࢛
）、
後


の
ೋ
重
ઢ
の
෦
は
ৃ
書
で
あ
る
（『
歴
代
宝
案
』
一
Ổ
ʓ
一
Ổ
ೋ
三
）。
ৃ

の
引
用

後
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
『
歴
代
宝
案
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
一
க
す
る

��
。
し
か
し
、こ
の
ৃ

は『
中
山
世
譜
』に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、「
訂

正
案
」
に
よ
れ
ば
、
尚
ԁ
王
以
降
の
ৃ

を
શ
て
ࡌ
ͤ
る
こ
と
は
例
と
な
る
ن
ଇ
で

あ
る
た
め
、
記
ࡌ
す
る
こ
と
、
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
訂
正
案
」
で
は
、
国
王
冊

封
の
関
す
る
記
事
に
附
ਵ
し
て
、
ৃ

を
ܝ
ࡌ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、「
訂
正
案
」
は
尚
王
家
の
同
姓
不
婚
を
冊
封
使
へ
આ
明
す
る
た
め
だ
け
の


ׂ
だ
け
で
は
な
く
、『
中
山
世
譜
』
の
誤
っ
た
情
報
を
訂
正
し
紹
介
す
る
こ
と
、

(3�)ʵ���ʵ



そ
し
て
日
本
と
の
関
係
を
隠
蔽
す
る
こ
と
、
そ
し
て
歴
代
の
ৃ

を
引
用
し
て
い
た

こ
と
、
と
࢛
つ
の
ಛ

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
訂
正
案
」
を
見
て
い
く
と
、『
中
山
世
譜
』
を
点
検
し
て
い
く
中
で
、

関
࿈
史
料
と
ߍ
߹
を
行
い
な
が
ら
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
情
報
源
は
『
歴

代
宝
案
』
や
『
中
山
傳
信
録
』、『
琉
球
国
志
略
』
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
対
中

国
֎
ަ
に
関
す
る
文
書
を
౿
ま
え
て
、
琉
球
国
と
し
て
の
冊
封
使
へ
の
応
答
に
一
貫

性
を
持
た
ͤ
て
い
た
。

さ
て
、
本
史
料
「
訂
正
案
」
に
つ
い
て
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
は
、
王
家
の
同
姓
不
婚
の

実
情
に
つ
い
て
も
৮
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
「
ࢲ
案
」
と
い
う
ධ
Ձ
に

ཹ
ま
っ
て
い
る
��
。
し
か
し
、
本
稿
で
ܝ
げ
た
【
史
料
１
】・【
史
料
２
】
か
ら
も
分

か
る
通
り
、
王
府
は
冊
封
使
へ
王
家
の
同
姓
不
婚
を
ԋ
ग़
す
る
た
め
、
事
લ
に
「
冠

船
御
世
譜
」
を
用
ҙ
し
備
え
て
い
た
。
実
ࡍ
に
「
訂
正
案
」
の
中
（【
史
料
̑
】
Ỗ
【
史

料
９
】）
で
も
、
同
姓
不
婚
の
こ
と
、『
中
山
世
譜
』
の
誤
字
修
正
、
日
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
隠
蔽
、
を
४
備
し
て
い
た
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
౦
Ը
ೲ

ಯ

の
ࢲ
案
と
い
う
ධ
Ձ
よ
り
は
、王
府
の
政
ࡦ
と
し
て
࠾
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が「
冠

船
御
世
譜
」
に
反
映
さ
れ
、
国
内
の
正
史
『
中
山
世
譜
』
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
ߖ
ఇ
か
ら
の
ৃ

は
整
理
さ
れ
、『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
中
山
世
譜
』
へ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
શ
て
の
ৃ

は
引
用
さ
れ
て

い
な
い
��
。
લ
ஈ
で
も
述
べ
た
通
り
、「
冠
船
御
世
譜
」
は
冊
封
使
へ
閲
覧
に
供
さ

れ
る
『
中
山
世
譜
』
で
あ
り
、
ৃ

は
琉
球
王
ݖ
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
る
文
書
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、歴
代
の
中
国
ߖ
ఇ
か
ら
下
ࣀ
さ
れ
た
ৃ

を
ࣗ
国
の
正
史
（『
中

山
世
譜
』）
に
引
用
し
、
冊
封
使
へ
見
え
る
形
と
し
て
記
ࡌ
し
た
こ
と
は
、
中
国
へ


ॱ
な
「
ே
ߩ
国
・
琉
球
」
の
ԋ
ग़
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

「
訂
正
案
」
に
ৃ

の
記
ࡌ
ํ

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
冠
船
御
世
譜
」
に
は

『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
ৃ

が
引
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
��
。

し
た
が
っ
て
、「
訂
正
案
」
は
「
冠
船
御
世
譜
」
と
大
き
く
関
係
す
る
史
料
で
あ

り
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
下
書
き
に
֘

す
る
史
料
と
指
摘
で
き
よ
う
。

ࡾ
ủ
ླྀ
ٿ
ॲ

Ứ
Ҏ
߱
ͷ
དྷ
ྺ
ঢ়
گ

最
後
に
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
来
歴
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
本
稿
の

಄
で
も

述
べ
た
通
り
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
実
物
史
料
は
伝
来
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

一
ീ
ࣣ

年
の
「
琉
球
処
分
」
に
よ
っ
て
、
首
里
王
府
の
文
書
は
い
く
つ
か
に
移
動

し
て
い
る
�9
。
大
別
す
る
と
、
明
࣏
政
府
が

収
し
た
内

ল
文
書
、
尚
王
家
に
移
っ

た
尚
家
文
書
、
沖
縄
県
ி
に
保
管
さ
れ
、
最
終
的
に
چ
沖
縄
県
立
図
書
館
へ
移
動
し

た
文
書
、
と
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
三
つ
は
そ
れ
ͧ
れ
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
管
見
の
ݶ
り
、
内

ল
文

書
と
大
正
期
の
چ
沖
縄
県
立
図
書
館
に
は
、「
冠
船
御
世
譜
」
が
伝
来
し
て
い
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
尚
家
文
書
目
録
で
あ
る
「
御
蔵
本
目
録
」
を
見
て
い
く
と
、
法
政
類

の
߲
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
一
ʓ
】2�

　
　
　
　
　
　
法
政
類

　
　
一
、
中
山

੍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
ဇ
備
元

　
　
一
、
備
ߴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
࢜
ຽ
ٹ
ॿ
之
झ
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、

৬
之
෦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ộ
（
中
略
）
ộ

　
　
一
、
御
世
譜
記
事
調
෦
日
記
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
冠
船
御
世
譜
調
䮒
同
仕
次
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ộ
（
中
略
）
ộ

　
　
一
、
御
世
譜
字
誤
書
書
替
日
記
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
冠
船
御
世
譜
䮒
大
家
之
系
図

立
　
　
　
一
冊

　
　
　
ਗ਼
書
之
一
ྲྀ

【
史
料
一
ʓ
】
が
所
収
す
る
「
御
蔵
本
目
録
」
は
、
ח

๕
ଠ

に
よ
っ
て
ච
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
֎
ؒ
政
明
氏
に
よ
れ
ば
、沖
縄
尚
家
邸
（
中
城
御
఼
）
に
あ
っ

た
蔵
書
目
録
を
も
と
に
作
成
し
た
と
い
う
2�

。

そ
れ
に
よ
れ
ば
法
政
類
の
߲
に
、「
御
世
譜
記
事
調
෦
日
記
」、「
御
世
譜
字
誤
書

書
替
日
記
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
中
山
世
譜
」
の
記
事
の
収
録
と
誤
২
の
修
正
に
関

す
る
ۀ

日
誌
と
そ
れ
ͧ
れ

定
さ
れ
る
。
そ
の
次
に
、「
冠
船
御
世
譜
調
䮒
同
仕

次
」
と
「
冠
船
御
世
譜
䮒
大
家
之
系
図

立
ਗ਼
書
之
一
ྲྀ
」
が
あ
る
。
ま
ͣ
、
લ
者
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そ
し
て
日
本
と
の
関
係
を
隠
蔽
す
る
こ
と
、
そ
し
て
歴
代
の
ৃ

を
引
用
し
て
い
た

こ
と
、
と
࢛
つ
の
ಛ

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
訂
正
案
」
を
見
て
い
く
と
、『
中
山
世
譜
』
を
点
検
し
て
い
く
中
で
、

関
࿈
史
料
と
ߍ
߹
を
行
い
な
が
ら
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
情
報
源
は
『
歴

代
宝
案
』
や
『
中
山
傳
信
録
』、『
琉
球
国
志
略
』
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
対
中

国
֎
ަ
に
関
す
る
文
書
を
౿
ま
え
て
、
琉
球
国
と
し
て
の
冊
封
使
へ
の
応
答
に
一
貫

性
を
持
た
ͤ
て
い
た
。

さ
て
、
本
史
料
「
訂
正
案
」
に
つ
い
て
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
は
、
王
家
の
同
姓
不
婚
の

実
情
に
つ
い
て
も
৮
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
「
ࢲ
案
」
と
い
う
ධ
Ձ
に

ཹ
ま
っ
て
い
る
��
。
し
か
し
、
本
稿
で
ܝ
げ
た
【
史
料
１
】・【
史
料
２
】
か
ら
も
分

か
る
通
り
、
王
府
は
冊
封
使
へ
王
家
の
同
姓
不
婚
を
ԋ
ग़
す
る
た
め
、
事
લ
に
「
冠

船
御
世
譜
」
を
用
ҙ
し
備
え
て
い
た
。
実
ࡍ
に
「
訂
正
案
」
の
中
（【
史
料
̑
】
Ỗ
【
史

料
９
】）
で
も
、
同
姓
不
婚
の
こ
と
、『
中
山
世
譜
』
の
誤
字
修
正
、
日
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
隠
蔽
、
を
४
備
し
て
い
た
と
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
౦
Ը
ೲ

ಯ

の
ࢲ
案
と
い
う
ධ
Ձ
よ
り
は
、王
府
の
政
ࡦ
と
し
て
࠾
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が「
冠

船
御
世
譜
」
に
反
映
さ
れ
、
国
内
の
正
史
『
中
山
世
譜
』
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
ߖ
ఇ
か
ら
の
ৃ

は
整
理
さ
れ
、『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
中
山
世
譜
』
へ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
શ
て
の
ৃ

は
引
用
さ
れ
て

い
な
い
��
。
લ
ஈ
で
も
述
べ
た
通
り
、「
冠
船
御
世
譜
」
は
冊
封
使
へ
閲
覧
に
供
さ

れ
る
『
中
山
世
譜
』
で
あ
り
、
ৃ

は
琉
球
王
ݖ
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
る
文
書
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、歴
代
の
中
国
ߖ
ఇ
か
ら
下
ࣀ
さ
れ
た
ৃ

を
ࣗ
国
の
正
史
（『
中

山
世
譜
』）
に
引
用
し
、
冊
封
使
へ
見
え
る
形
と
し
て
記
ࡌ
し
た
こ
と
は
、
中
国
へ


ॱ
な
「
ே
ߩ
国
・
琉
球
」
の
ԋ
ग़
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

「
訂
正
案
」
に
ৃ

の
記
ࡌ
ํ

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
冠
船
御
世
譜
」
に
は

『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
ৃ

が
引
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
��
。

し
た
が
っ
て
、「
訂
正
案
」
は
「
冠
船
御
世
譜
」
と
大
き
く
関
係
す
る
史
料
で
あ

り
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
下
書
き
に
֘

す
る
史
料
と
指
摘
で
き
よ
う
。

ࡾ
ủ
ླྀ
ٿ
ॲ

Ứ
Ҏ
߱
ͷ
དྷ
ྺ
ঢ়
گ

最
後
に
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
来
歴
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
本
稿
の

಄
で
も

述
べ
た
通
り
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
実
物
史
料
は
伝
来
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

一
ീ
ࣣ

年
の
「
琉
球
処
分
」
に
よ
っ
て
、
首
里
王
府
の
文
書
は
い
く
つ
か
に
移
動

し
て
い
る
�9
。
大
別
す
る
と
、
明
࣏
政
府
が

収
し
た
内

ল
文
書
、
尚
王
家
に
移
っ

た
尚
家
文
書
、
沖
縄
県
ி
に
保
管
さ
れ
、
最
終
的
に
چ
沖
縄
県
立
図
書
館
へ
移
動
し

た
文
書
、
と
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
三
つ
は
そ
れ
ͧ
れ
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
管
見
の
ݶ
り
、
内

ল
文

書
と
大
正
期
の
چ
沖
縄
県
立
図
書
館
に
は
、「
冠
船
御
世
譜
」
が
伝
来
し
て
い
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
尚
家
文
書
目
録
で
あ
る
「
御
蔵
本
目
録
」
を
見
て
い
く
と
、
法
政
類

の
߲
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
一
ʓ
】2�

　
　
　
　
　
　
法
政
類

　
　
一
、
中
山

੍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
ဇ
備
元

　
　
一
、
備
ߴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
࢜
ຽ
ٹ
ॿ
之
झ
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、

৬
之
෦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ộ
（
中
略
）
ộ

　
　
一
、
御
世
譜
記
事
調
෦
日
記
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
冠
船
御
世
譜
調
䮒
同
仕
次
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ộ
（
中
略
）
ộ

　
　
一
、
御
世
譜
字
誤
書
書
替
日
記
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
一
、
冠
船
御
世
譜
䮒
大
家
之
系
図

立
　
　
　
一
冊

　
　
　
ਗ਼
書
之
一
ྲྀ

【
史
料
一
ʓ
】
が
所
収
す
る
「
御
蔵
本
目
録
」
は
、
ח

๕
ଠ

に
よ
っ
て
ච
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
֎
ؒ
政
明
氏
に
よ
れ
ば
、沖
縄
尚
家
邸
（
中
城
御
఼
）
に
あ
っ

た
蔵
書
目
録
を
も
と
に
作
成
し
た
と
い
う
2�

。

そ
れ
に
よ
れ
ば
法
政
類
の
߲
に
、「
御
世
譜
記
事
調
෦
日
記
」、「
御
世
譜
字
誤
書

書
替
日
記
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
中
山
世
譜
」
の
記
事
の
収
録
と
誤
২
の
修
正
に
関

す
る
ۀ

日
誌
と
そ
れ
ͧ
れ

定
さ
れ
る
。
そ
の
次
に
、「
冠
船
御
世
譜
調
䮒
同
仕

次
」
と
「
冠
船
御
世
譜
䮒
大
家
之
系
図

立
ਗ਼
書
之
一
ྲྀ
」
が
あ
る
。
ま
ͣ
、
લ
者

(3�)

は
「
冠
船
御
世
譜
」
の
収
録
記
事
の
調
、「
冠
船
御
世
譜
」
に
追
記
す
る
記
事
（「
仕

次
」）
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
「
中
山

世
譜
訂
正
案
」
と
近
い
形
と
推
測
さ
れ
る
。
後
者
は
、「
冠
船
御
世
譜
」
そ
の
も
の
と
、

そ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
王
家
の
世
系
図
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
冠
船
御
世
譜
」
は
王
国
が
崩
壊
し
た
「
琉
球
処
分
」
以
降
も

王
家
に
引
き
継
が
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
戦
に
よ
っ
て

沖
縄
尚
家
邸
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。
こ
う
し
た
混
乱
の
最
中
、
ほ
か
の
文
書
と

一
緒
に
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、『
中
山
世
譜
』
の
書
誌
学
的
な
考
察
や
、
編
纂
さ

れ
た
背
景
、
引
用
史
料
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
や
や
違
っ
た
視

点
か
ら
、
も
う
１
つ
の
『
中
山
世
譜
』
と
言
え
る
「
冠
船
御
世
譜
」
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
試
み
た
。
繰
り
返
し
述
べ
た
通
り
、「
冠
船
御
世
譜
」
の
実
物
史
料
は
確

認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
量
・
料
紙
、
そ
し
て
詳
細
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
（
付

記
２
）。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
「
冠
船
御
世
譜
」
は
、
琉
球
王

国
の
内
情
（
王
家
の
同
姓
不
婚
）
と
対
日
本
関
係
を
冊
封
使
へ
隠
蔽
す
る
た
め
に
編

纂
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
指
し
示
す
の
が
「
冠
船
御
世
譜
」
の
下
書
き

に
あ
た
る「
訂
正
案
」の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
訂
正
案
」か
ら
も
分
か
る
が
、

『
歴
代
宝
案
』・
『
中
山
傳
信
録
』・『
琉
球
国
志
略
』
を
情
報
源
と
し
て
編
纂
が
行
わ

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
冊
封
使
へ
の
応
答
に
つ
い
て
一
貫
性
を
堅
持
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

田
名
真
之
氏
は
、
蔡
鐸
が
冊
封
使
へ
閲
覧
に
供
さ
れ
る
正
史
と
し
て
蔡
鐸
本
『
中

山
世
譜
』
を
編
纂
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
22
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
冊
封
使
へ

の
応
答
に
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
新
し
く
冊
封
使
向
け
の
正
史
と
し
て
『
冠
船
御

世
譜
』
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で「
冠
船
御
世
譜
」は「
訂
正
案
」の
存
在
か
ら
も
分
か
る
通
り
、一
度
作
っ

て
し
ま
え
ば
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。【
史
料
４
】で
も
紹
介
し
た
様
に
、

崇
元
寺
の
位
牌
に
文
字
の
誤
記
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
王
府
は
、
首
里
城
内
の
史
書
を

点
検
し
誤
字
の
修
正
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き
に
も
、
首
里
城
内
で
保
管
さ
れ
て
い
る

史
書
の
書
き
替
え
を
行
っ
た
が
、そ
の
中
に
も
「
冠
船
御
世
譜
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
【
史
料
９
】
の
目
録
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
冊
封
使
渡
来
に
備
え
て
、
定

期
的
な
編
集
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
大
き
く
分
け
て
『
中
山
世
譜
』
は
三
種
類
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
琉
球
王

国
の
正
統
な
歴
史
を
記
録
し
た
『
中
山
世
譜
』、
日
本
と
の
関
係
を
ま
と
め
た
『
中

山
世
譜
附
巻
』、
そ
し
て
中
国
へ
琉
球
の
内
情
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
『
冠
船
御
世
譜
』

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
最
後
に
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

『
中
山
世
譜
』
に
関
す
る
書
誌
学
的
な
考
察
は
、
近
年
の
研
究
で
は
や
や
低
調
で

あ
る
。
例
え
ば
、『
中
山
世
譜
』
は
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
本
が
あ
る
が
、

他
に
も
王
府
文
書
が
移
動
し
た
尚
家
文
書
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
に
も
伝
来

し
て
い
る
。
そ
の
他
、『
琉
球
史
料
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
た
横
山
重
本
も
あ
る
（
法

政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
蔵
）。
こ
う
し
た
「
中
山
世
譜
」
の
諸
本
を
整
理
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
付
記
１
〉

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
田
名
真
之
氏
・
王
尊
龍
氏
よ
り
多
く
の
御
教
示
を

頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

〈
付
記
２
〉

本
稿
脱
稿
後
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
で
横
山
重
本
『
中
山
世
譜
』
を
閲
覧

し
た
。
本
稿
の
【
史
料
１
】
や
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら

く
「
冠
船
御
世
譜
」
の
写
本
本
と
推
測
さ
れ
る
。
詳
細
な
検
討
は
、
別
稿
で
行
い
た

い
。
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【
写
真
１
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
表
紙
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）

【
写
真
２
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
二
頁

＊
本
史
料
の
伝
来
経
緯
が
伊
波
普
猷
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

【
写
真
３
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
記
事

　
　
　
　
　
「
御
世
譜
十
之
巻
」
尚
穆
王
様
御
録
の
項

(��)

１

田
名
真
之
「
ࣗ
立
へ
の

ࡧ
」（
๛
見
山

行
編
『
日
本
の
࣌
代
史
一
ീ

琉
球
・

沖
縄
史
の
世
ք
』
٢

߂
文
館
、
ೋ
ʓ
ʓ
三
年
）。

２
『
中
山
世
ؑ
』
と
『
中
山
世
譜
』
の
֓
ׅ
的
な
も
の
と
し
て
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
「
中

山
世
ؑ
・
中
山
世
譜
ٴ
ͼ
球
ཅ
」（
ҏ

ී
㛺
ほ
か
編
『
琉
球
史
料
叢
書
ୈ
ޒ
巻
』

名
औ
書
ళ
、
一

࢛
一
年
）、
田
名
真
之
「
史
書
を
編
Ή
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』・『
中
山

世
譜
』」（
同
『
沖
縄
近
世
史
の
諸
૬
』
ͻ
る
͗
ࣾ
、
一


ೋ
年
）、
同
「
王
府
の

歴
史
記
述
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』
と
『
中
山
世
譜
』」（
ౡ
ଜ

一
編
『
琉
球

ަ
伹
す
る

歴
史
と
文
化
』
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）、

ଜ
३

「
琉
球
史
書
の
ಛ
࣭
と

題

౦
Ξ
δ

Ξ
国
ࡍ
関
係
を
࣠
と
し
て
」（『
ަ
ڹ
す
る
౦
ํ
の



字
文
化
ݍ
の
ྠ
ֲ
』
明
࣏

書
Ӄ
、
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
収
録
記
事
の
検
討
と
し
て
、
ౡ
ଜ

一

「
琉
球
の
「
歴
史
」
記
述
Ổ
Ն
氏
（
内
ྮ
家
）・
ໟ
氏
（
๛
見
城
家
）
の
家
譜
記
事
と

正
史
ঀ
述
を
中
৺
に
Ổ
」（『
立
正
大
学
大
学
Ӄ
ل
要
』
ୈ
ೋ

߸
、
ೋ
ʓ
一
三
年
）、

ޖ
ւ
ԏ
「
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
の
編
纂
ಛ
性
に
つ
い
て
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』
と
の
ൺ

ֱ
を
通
し
て
Ổ
」（『
沖
縄
ܳ
術
の
Պ
学
』
ୈ
ೋ

߸
、
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）、
同
「『
中
山

世
ؑ
』
に
お
け
る
中
国
ݹ
య
の
引
用
に
つ
い
て
」（『
沖
縄
ܳ
術
の
Պ
学
』
ୈ
ೋ
ീ
߸
、

ೋ
ʓ
一

年
）
な
ど
が
あ
る
。

̏

ຑ
ੜ
৳
一
「
一
ീ
、一

世
ل
に
お
け
る
琉
球
国
の
֎
ަ
ّ
ྱ
Ổ
ى

文
と
冠
船

に
関
す
る
ّ
ྱ
を
中
৺
に
Ổ
」（『
歴
史
学
研
究
』
ୈ
一
ʓ
࢛
ࣣ
߸
、
ೋ
ʓ
ೋ
࢛
年
）。

４
「
ಓ
ޫ
十
ീ
年

冠
船
付
ධ
Ձ
ํ
日
記

上
」（『
国
立


大
学
図
書
館
య
蔵

琉
球
関
係
史
料
集
成

ୈ
࢛
巻
』
国
立


大
学
図
書
館
、ೋ
ʓ
一
ࣣ
年
、一
ೋ
ท
）。

̑

尚
家
文
書
一
ޒ
࢛
߸
「
大
ਗ਼
同
࣏
ޒ
年
ช
ಪ
ೋ
݄
ೋ
十

日
よ
り
十
ೋ
݄
十
ೋ
日

Ἤ

冠
船
付
㕩
文
࢛

ڞ
࢛
冊

ධ
定
所
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

̒
「
中
山
傳
信
録
」（
那
覇
市
ا
ը
෦
市
史
編
集
ࣨ
編
『
那
覇
市
史

ࢿ
料
Ἣ
ୈ
一
巻

三

冊
封
使
録
関
係
ࢿ
料
（
ݪ
文
編
）』
那
覇
市

所
、
一

ࣣ
ࣣ
年
、
一
࢛
一
ท
）。

̓

尚
家
文
書
࢛
ʓ
ീ
߸
「
明
࣏
ೋ
年

ݾ
າ
十
݄
中
日
記
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館

所
蔵
）。

̔
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

９

ӈ
同
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」。

��

な
お
、
田
名
真
之
氏
は
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
に
৮
れ
、
冊
封
使
向
け
の
આ
明

と
し
て
、
王
家
の
同
姓
不
婚
を
実
ࢪ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
「
琉

球
家
譜
の
成
立
と

中
」
歴
史
学
研
究
ձ
編
『
系
図
が
ޠ
る
世
ք
史
』
੨

書
ళ
、

ೋ
ʓ
ʓ
ೋ
年
、
一
一
ࣣ
ท
）。
た
だ
し
、
田
名

文
で
は
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
の

史
料
学
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

��

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
訂
正
案
」。

�2
『
蔡
Թ
本

中
山
世
譜

正
巻
』（
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一
ޒ
三
ท
）。

�3

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
໘
訂
正
案
」。

��

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
໘
訂
正
案
」。
な
お
、
引
用
の
ৃ

の
܇
આ
は
『
歴

代
宝
案

༁

本
ୈ
一
冊
』（
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、一


࢛
年
）
を
ࢀ
考
に
し
た
。

��

一
ઢ
の

書
は
、
一
Ổ
ʓ
一
Ổ
ೋ
࢛
文
書
（『
歴
代
宝
案

ߍ
訂
本
ୈ
一
冊
』
沖

縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一


ೋ
年
、
ೋ
三
ท
）、
ೋ
重
ઢ
の
ৃ
書
は
、
一
Ổ
ʓ
一
Ổ

ೋ
三
文
書
（
同
上
、『
歴
代
宝
案

ߍ
訂
本
ୈ
一
冊
』、
ೋ
ೋ
ท
）。

��

田
名
真
之
「『
歴
代
宝
案
』
の
編
集
と
琉
球
家
譜
」（『
ୈ
一
ೋ
ճ

琉
球
・
中
国

ަ
ব
史
に
関
す
る
γ
ϯ
ϙ
δ

Ϝ

文
集
』
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
ೋ
ʓ
ೋ
ʓ
年
、

三
三
ท
）。

��

た
だ
し
、
近
世
琉
球
の
ஈ
֊
で
明
代
か
ら
ਗ਼
代
に
か
け
て
の
ৃ

は
શ
て
保
管

さ
れ
て
い
た
༁
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
明
代
の
ৃ

は
ౡ

氏
の
琉
球
৵
߈
や
明

ਗ਼
ަ
替
の
Ө
ڹ
に
よ
り
ࣦ
わ
れ
た
と
さ
れ
る
（
渡
ล
美
ق
「
琉
日
関
係
に
お
け
る
明

ਗ਼
ৃ

」『
ୈ
一
ೋ
ճ

琉
球
・
中
国
ަ
ব
史
に
関
す
る
γ
ϯ
ϙ
δ

Ϝ

文
集
』

沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
ೋ
ʓ
ೋ
ʓ
年
）。
そ
の
た
め
「
冠
船
御
世
譜
」
に
引
用
さ
れ

た
ৃ

は
『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
た
の
み
の
ৃ

が
引
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

��

લ
ܝ

（
２
）
౦
Ը
ೲ

文
。

�9

首
里
王
府
文
書
の
移
動
や
来
歴
に
つ
い
て
は
、
田
名
真
之
「
琉
球
王
国
と
尚
家
」

（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
編
『
国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
ࢿ
料
」
の
す
べ
て

尚
家

ࢿ
料
ʗ
目
録
・
ղ
આ
』
沖
縄
λ
Π
Ϝ
ε
ࣾ
、
ೋ
ʓ
ʓ

年
）、
զ
෦
政
உ
「
新
文
書

ൃ
見
の
ܦ
ա
と
期

」
ʗ
ߴ
ྑ

٢
「
ධ
定
所
文
書
を
め
͙
る
ঢ়
گ
」（『
چ
琉
球
ൡ

ධ
定
所
書
類
目
録
』
Ӝ
ఴ
市
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一

ീ

年
）、

࡚
߂
美
「
琉
球
関

係
史
料
伝
来
の
歴
史
的
背
景
」（
同
『
近
世
֎
ަ
史
料
と
国
ࡍ
関
係
』
٢

߂
文
館
、

ೋ
ʓ
ʓ
ޒ
年
、
ॳ
ग़
一



年
）、
֎
ؒ
政
明
「
尚
家
継
ঝ
ݹ
文
書
の
ط
存
目
録

と
ධ
定
所
文
書
」（『
尚
家
関
係
ࢿ
料
૯
߹
調
ࠪ
報
ࠂ
書
ᶗ
』
那
覇
市
市
ຽ
文
化
෦
歴

(��) ʵ 9� ʵ



【
写
真
１
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
表
紙
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）

【
写
真
２
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
二
頁

＊
本
史
料
の
伝
来
経
緯
が
伊
波
普
猷
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

【
写
真
３
】
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
記
事

　
　
　
　
　
「
御
世
譜
十
之
巻
」
尚
穆
王
様
御
録
の
項

(��)

１

田
名
真
之
「
ࣗ
立
へ
の

ࡧ
」（
๛
見
山

行
編
『
日
本
の
࣌
代
史
一
ീ

琉
球
・

沖
縄
史
の
世
ք
』
٢

߂
文
館
、
ೋ
ʓ
ʓ
三
年
）。

２
『
中
山
世
ؑ
』
と
『
中
山
世
譜
』
の
֓
ׅ
的
な
も
の
と
し
て
、
౦
Ը
ೲ

ಯ
「
中

山
世
ؑ
・
中
山
世
譜
ٴ
ͼ
球
ཅ
」（
ҏ

ී
㛺
ほ
か
編
『
琉
球
史
料
叢
書
ୈ
ޒ
巻
』

名
औ
書
ళ
、
一

࢛
一
年
）、
田
名
真
之
「
史
書
を
編
Ή
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』・『
中
山

世
譜
』」（
同
『
沖
縄
近
世
史
の
諸
૬
』
ͻ
る
͗
ࣾ
、
一


ೋ
年
）、
同
「
王
府
の

歴
史
記
述
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』
と
『
中
山
世
譜
』」（
ౡ
ଜ

一
編
『
琉
球

ަ
伹
す
る

歴
史
と
文
化
』
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）、

ଜ
३

「
琉
球
史
書
の
ಛ
࣭
と

題

౦
Ξ
δ

Ξ
国
ࡍ
関
係
を
࣠
と
し
て
」（『
ަ
ڹ
す
る
౦
ํ
の



字
文
化
ݍ
の
ྠ
ֲ
』
明
࣏

書
Ӄ
、
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
収
録
記
事
の
検
討
と
し
て
、
ౡ
ଜ

一

「
琉
球
の
「
歴
史
」
記
述
Ổ
Ն
氏
（
内
ྮ
家
）・
ໟ
氏
（
๛
見
城
家
）
の
家
譜
記
事
と

正
史
ঀ
述
を
中
৺
に
Ổ
」（『
立
正
大
学
大
学
Ӄ
ل
要
』
ୈ
ೋ

߸
、
ೋ
ʓ
一
三
年
）、

ޖ
ւ
ԏ
「
蔡
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
の
編
纂
ಛ
性
に
つ
い
て
Ổ
『
中
山
世
ؑ
』
と
の
ൺ

ֱ
を
通
し
て
Ổ
」（『
沖
縄
ܳ
術
の
Պ
学
』
ୈ
ೋ

߸
、
ೋ
ʓ
一
࢛
年
）、
同
「『
中
山

世
ؑ
』
に
お
け
る
中
国
ݹ
య
の
引
用
に
つ
い
て
」（『
沖
縄
ܳ
術
の
Պ
学
』
ୈ
ೋ
ീ
߸
、

ೋ
ʓ
一

年
）
な
ど
が
あ
る
。

̏

ຑ
ੜ
৳
一
「
一
ീ
、一

世
ل
に
お
け
る
琉
球
国
の
֎
ަ
ّ
ྱ
Ổ
ى

文
と
冠
船

に
関
す
る
ّ
ྱ
を
中
৺
に
Ổ
」（『
歴
史
学
研
究
』
ୈ
一
ʓ
࢛
ࣣ
߸
、
ೋ
ʓ
ೋ
࢛
年
）。

４
「
ಓ
ޫ
十
ീ
年

冠
船
付
ධ
Ձ
ํ
日
記

上
」（『
国
立


大
学
図
書
館
య
蔵

琉
球
関
係
史
料
集
成

ୈ
࢛
巻
』
国
立


大
学
図
書
館
、ೋ
ʓ
一
ࣣ
年
、一
ೋ
ท
）。

̑

尚
家
文
書
一
ޒ
࢛
߸
「
大
ਗ਼
同
࣏
ޒ
年
ช
ಪ
ೋ
݄
ೋ
十

日
よ
り
十
ೋ
݄
十
ೋ
日

Ἤ

冠
船
付
㕩
文
࢛

ڞ
࢛
冊

ධ
定
所
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

̒
「
中
山
傳
信
録
」（
那
覇
市
ا
ը
෦
市
史
編
集
ࣨ
編
『
那
覇
市
史

ࢿ
料
Ἣ
ୈ
一
巻

三

冊
封
使
録
関
係
ࢿ
料
（
ݪ
文
編
）』
那
覇
市

所
、
一

ࣣ
ࣣ
年
、
一
࢛
一
ท
）。

̓

尚
家
文
書
࢛
ʓ
ീ
߸
「
明
࣏
ೋ
年

ݾ
າ
十
݄
中
日
記
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館

所
蔵
）。

̔
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

９

ӈ
同
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」。

��

な
お
、
田
名
真
之
氏
は
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
に
৮
れ
、
冊
封
使
向
け
の
આ
明

と
し
て
、
王
家
の
同
姓
不
婚
を
実
ࢪ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
「
琉

球
家
譜
の
成
立
と

中
」
歴
史
学
研
究
ձ
編
『
系
図
が
ޠ
る
世
ք
史
』
੨

書
ళ
、

ೋ
ʓ
ʓ
ೋ
年
、
一
一
ࣣ
ท
）。
た
だ
し
、
田
名

文
で
は
「
中
山
世
譜
訂
正
案
」
の

史
料
学
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

��

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
訂
正
案
」。

�2
『
蔡
Թ
本

中
山
世
譜

正
巻
』（
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一
ޒ
三
ท
）。

�3

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
໘
訂
正
案
」。

��

લ
ܝ

（
̔
）「
中
山
世
譜
໘
訂
正
案
」。
な
お
、
引
用
の
ৃ

の
܇
આ
は
『
歴

代
宝
案

༁

本
ୈ
一
冊
』（
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、一


࢛
年
）
を
ࢀ
考
に
し
た
。

��

一
ઢ
の

書
は
、
一
Ổ
ʓ
一
Ổ
ೋ
࢛
文
書
（『
歴
代
宝
案

ߍ
訂
本
ୈ
一
冊
』
沖

縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一


ೋ
年
、
ೋ
三
ท
）、
ೋ
重
ઢ
の
ৃ
書
は
、
一
Ổ
ʓ
一
Ổ

ೋ
三
文
書
（
同
上
、『
歴
代
宝
案

ߍ
訂
本
ୈ
一
冊
』、
ೋ
ೋ
ท
）。

��

田
名
真
之
「『
歴
代
宝
案
』
の
編
集
と
琉
球
家
譜
」（『
ୈ
一
ೋ
ճ

琉
球
・
中
国

ަ
ব
史
に
関
す
る
γ
ϯ
ϙ
δ

Ϝ

文
集
』
沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
ೋ
ʓ
ೋ
ʓ
年
、

三
三
ท
）。

��

た
だ
し
、
近
世
琉
球
の
ஈ
֊
で
明
代
か
ら
ਗ਼
代
に
か
け
て
の
ৃ

は
શ
て
保
管

さ
れ
て
い
た
༁
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
明
代
の
ৃ

は
ౡ

氏
の
琉
球
৵
߈
や
明

ਗ਼
ަ
替
の
Ө
ڹ
に
よ
り
ࣦ
わ
れ
た
と
さ
れ
る
（
渡
ล
美
ق
「
琉
日
関
係
に
お
け
る
明

ਗ਼
ৃ

」『
ୈ
一
ೋ
ճ

琉
球
・
中
国
ަ
ব
史
に
関
す
る
γ
ϯ
ϙ
δ

Ϝ

文
集
』

沖
縄
県
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
ೋ
ʓ
ೋ
ʓ
年
）。
そ
の
た
め
「
冠
船
御
世
譜
」
に
引
用
さ
れ

た
ৃ

は
『
歴
代
宝
案
』
に
収
録
さ
れ
た
の
み
の
ৃ

が
引
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

��

લ
ܝ

（
２
）
౦
Ը
ೲ

文
。

�9

首
里
王
府
文
書
の
移
動
や
来
歴
に
つ
い
て
は
、
田
名
真
之
「
琉
球
王
国
と
尚
家
」

（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
編
『
国
宝
「
琉
球
国
王
尚
家
関
係
ࢿ
料
」
の
す
べ
て

尚
家

ࢿ
料
ʗ
目
録
・
ղ
આ
』
沖
縄
λ
Π
Ϝ
ε
ࣾ
、
ೋ
ʓ
ʓ

年
）、
զ
෦
政
உ
「
新
文
書

ൃ
見
の
ܦ
ա
と
期

」
ʗ
ߴ
ྑ

٢
「
ධ
定
所
文
書
を
め
͙
る
ঢ়
گ
」（『
چ
琉
球
ൡ

ධ
定
所
書
類
目
録
』
Ӝ
ఴ
市
教
ҭ
ҕ
һ
ձ
、
一

ീ

年
）、

࡚
߂
美
「
琉
球
関

係
史
料
伝
来
の
歴
史
的
背
景
」（
同
『
近
世
֎
ަ
史
料
と
国
ࡍ
関
係
』
٢

߂
文
館
、

ೋ
ʓ
ʓ
ޒ
年
、
ॳ
ग़
一



年
）、
֎
ؒ
政
明
「
尚
家
継
ঝ
ݹ
文
書
の
ط
存
目
録

と
ධ
定
所
文
書
」（『
尚
家
関
係
ࢿ
料
૯
߹
調
ࠪ
報
ࠂ
書
ᶗ
』
那
覇
市
市
ຽ
文
化
෦
歴

(��)ʵ 9� ʵ



史
ࢿ
料
ࣨ
、
ೋ
ʓ
ʓ
三
年
）、
ਂ
ᖒ
ळ
ਓ
「
尚
家
文
書
の
શ
ମ
૾
と
ݱ
ঢ়
Ổ
౦
ژ
尚

家
邸
の
目
録
と
史
料
܈
の
伝
来
Ổ
」（『
ᑆ
案
修
෮
༩
歴
史
ࢿ
料
的

字
化
Ổ
ୈ

ಧ

౦
ѥ
史
料
研
究
編
纂
ػ
ߏ
࿆
੮
ձ
ٞ

文
集
』
ࣾ
ձ
Պ
学
文
ݙ
ग़
൛
ࣾ
、
ೋ
ʓ
ೋ
ʓ

年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

2�
「
御
蔵
本
目
録
」（
沖
縄
県
立
ܳ
術
大
学
附
ଐ
研
究
所
編
『
ח

๕
ଠ

ࢿ
料

集
（
ϊ
ồ
τ
Ἣ
）
ୈ
三
巻

歴
史
・
文
学
』
沖
縄
県
立
ܳ
術
大
学
附
ଐ
研
究
所
、

ೋ
ʓ
一
ޒ
年
、
一
ʓ
ท
）。

2�

લ
ܝ

（
�9
）
֎
ؒ

文
。

22

લ
ܝ

（
２
）
田
名

文
一


ೋ
、一
ೋ
ท
。
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